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〜人権について，考えてみましょう。〜
　■　第６２回人権週間　　12月４日（土）～10日（金）
　　啓発活動重点目標　　
　　『みんなで築こう　人権の世紀～考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心〜』
　■　世界人権デー　　　　12月10日（金）

　国際連合は，昭和 23 年第３回総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し，昭和 25
年第５回総会において，世界人権宣言が採択された 12 月 10 日を人権デーと定めました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会は，世界人権宣言が採択された翌年の昭和２４年から，
毎年 12 月 10 日の人権デーを最終日とする１週間を人権週間と定めました。
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